
「福島大学うつくしまふくしま未来支援センター」設置

いわき市 塩屋埼灯台
(この地域は津波により被害を受けた)

【現状と課題】

被害を除去し、災害に強い地域を創る方途を早急に提示することが求められる。

地域住民の生活と企業の生産活動を取り戻し、地域社会を再構築することが緊急に求められている。

被害を除去し、災害に強い地域を創る方途を早急に提示することが求められる。

地域住民の生活と企業の生産活動を取り戻し、地域社会を再構築することが緊急に求められている。

原発事故に伴う避難 83,105名(７
月４日現在) コミュニティー崩壊

飛散した放射性物質により児
童・生徒の活動制限 など

立ち入り制限により、生産拠
点を移転した企業多数

農畜産品、上水道への放射性
物質の混入、風評により生活の
すべを失った住民多数

高濃度放射性物質流出に伴う漁業被害 など

土壌等、環境汚染

人口の流出 など

大地震・津波により多くの生命、財
産や資本が破壊的被害

原発事故により大量の放射性物
質が放出

平成２３年３月１１日～

減災対策

放射線測定

の 望
帰路へ
の希望

【概念図】

資料１

福島大学

うつくしまふくしま未来支援センターうつくしまふくしま未来支援センター

復興計画支援部門

・コミュニティ再生支援
・環境計画作成支援
・都市計画作成支援
・観光分野への支援
・被災者環境改善 他

環境エネルギー部門

・土壌・水質汚染調査検討
・放射線測定機器開発
・海洋環境調査検討
・地震・津波被災状況調査
・再生可能エネルギー 他

こども・若者支援部門

・教育活動回復支援
・教育施設復旧

・子どもの安全と安心への支
援
・若者就業支援 他

企画・コーディネート部門
・ニーズ調査 ・部門間調整 ・地方公共団体調整 ・大学間調整 ・講演会実施 ・災害を免れた歴史資

料の一時保存・ボランティア支援 ・復興の担い手育成 他

災害心理・ケア

一次産業計画・中小企業経営

物流・都市農村計画

環境汚染・改善医療

農業

漁業

コンピュータ

自然エネ

地域住民

市町村・JA等
団体

情報発信

放射線測定

街づくり など

環境共生政策

成果による提言

再生可能エネル
ギー政策 など

自治体政策・社会福祉

教育

放射線

共生

コミュニティ再生

つなぐ

伝統・文化の保存

産業復興計画

成な
復興の担い手育
成など

再生可能エネルギー

災害の記録・伝承
など

サテライト

(調整準備中)

対応
土壌汚染等への
対応

協力

連携

・福島県
・地方公共団体

・アカデミア・コン
ソーシアふくしま
(福島県内１６高等教
育機関、自治体等)

・長崎大学
・広島大学
・日本原子力研究
開発機構



センター長

企画・コーディネート

部門

歴史資料担当

ボランティア支援

担当

福島大学うつくしまふくしま未来支援センター組織図

事務室

復興計画支援部門

地域復興支援担当

産業復興支援担当

環境エネルギー部門

環境共生担当

放射線対策担当

地域エネルギー担当

こども・若者支援部門

こども支援担当

若者自立支援担当



センターの概要センタースタッフ

•[兼 務] 経済経営学類 国際地域経済専攻 教授

•[専門分野] 地域経済論・経済地理学

学長特別補佐(うつくしまふくしま未来支援センター担当)

山川充夫

学長特別補佐(うつくしまふくしま未来支援センター担当)

山川充夫

•[兼 務] 地域創造支援センター 教授
企画・コーディネート担当マネージャー

丹治惣兵衛

企画・コーディネート担当マネージャー

丹治惣兵衛

•[兼 務] 行政政策学類 地域と行政専攻 准教授

•[専門分野] 社会福祉論

地域復興支援担当マネージャー

丹波史紀

地域復興支援担当マネージャー

丹波史紀

•[兼 務] 経済経営学類 国際地域経済専攻 准教授

•[専門分野] 農業経済学、地域経済学、協同組合学

産業復興支援担当マネージャー

小山良太

産業復興支援担当マネージャー

小山良太

•[兼 務] 共生システム理工学類 環境システムマネージメント専攻 教授

•[専門分野] 地下水盆管理学、水文地質学

環境共生担当マネージャー

柴崎直明

環境共生担当マネージャー

柴崎直明

•[兼 務] 共生システム理工学研究科 研究プロジェクト型実践教育推進センター 特任教授

•[専門分野] 環境政策、エネルギー政策

放射線対策担当マネージャー

河津賢澄

放射線対策担当マネージャー

河津賢澄

•[兼 務] 共生システム理工学類 産業システム工学 教授地域エネルギ 担当マネ ジャ地域エネルギ 担当マネ ジャ

２０１１年９月２０日現在

•[兼 務] 共生システム理工学類 産業システム工学 教授

•[専門分野] 製造プロセス、化学工学
地域エネルギー担当マネージャー

佐藤理夫
地域エネルギー担当マネージャー

佐藤理夫

•[兼 務] 人間発達文化学類 人間発達専攻 教授

•[専門分野] 体育科教育

こども支援担当マネージャー

森 知高

こども支援担当マネージャー

森 知高

•[兼 務] 総合教育研究センター 教授

•[専門分野] 職業心理学、キャリア発達心理学
若者自立支援担当マネージャー

五十嵐 敦
若者自立支援担当マネージャー

五十嵐 敦

•[兼 務] 行政政策学類 社会と文化専攻 准教授

•[専門分野] 考古学
歴史資料担当マネージャー

菊地芳朗
歴史資料担当マネージャー

菊地芳朗

•[兼 務] 行政政策学類 地域と行政専攻 教授

•[専門分野] 地域福祉
ボランティア支援担当マネージャー

鈴木典夫
ボランティア支援担当マネージャー

鈴木典夫

•[兼 務] 地域連携課長
事務部門 事務室長

千明精一
事務部門 事務室長

千明精一

•[兼 務] 財務課副課長
事務部門

山崎 裕
事務部門

山崎 裕

※部門長は当面空席とする。
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うつくしま福島未来支援うつくしま福島未来支援
センターの取り組みセンターの取り組み

福島大学 丹波史紀

災害復興研究所として災害復興研究所として
• センター設置を待つことなく、プロジェクトとして被災
地の復旧・復興に貢献しようと教員有志が「災害復興研
究所」を設置

• 主な活動として
o 被災者実態把握（避難所実態調査・県外避難者調査・双葉８町村住民実態調査
など）

o NPO・ボランティアなど被災者支援のネットワークづくり
o 研究者・専門家も交えた定期的な研究会の開催

o 自治体の復興計画策定支援

o その他

• センター開設をうけ、地域復興支援部門としてセンター
の一翼を担う

被災者実態調査等被災者実態調査等

• 東京都に避難した県外避難者２００
世帯の実態調査

• 仮設住宅・ホテル旅館での実態把握

• 双葉８町村の全住民実態調査（約３
万世帯）

被災者支援ネットワークづくり被災者支援ネットワークづくり

• ６月１１日「東日本大震災震災復興シンポジウム」の開
催

• ７月２０日 NPOや青年会議所などと被災者支援のため
の「ふくしま連携復興センター」を設立

• 関西学院大学などとともに
県外避難者支援のための

ネットワーク化のための

プロジェクト



2011/9/21

2

支援者や専門職との研究会の開催支援者や専門職との研究会の開催

• 6/15 県内の協同組合関係者と福島大学の各種災害プロジェクトの
活動報告と意見交換

• 7/12 「県内大規模避難所女性専用コーナー運営の経験から」
（ジェンダー部会）

• 7/30 「震災復興―安全・安心な暮らしを求める権利擁護と自立生
活支援」（社会福祉学会）

• 8/6 「福島・阪神専門家・研究者交流懇談会」（弁護士や不動産鑑定士等）

• 8/10 東北車座トークキャラバン
（日本災害復興学会）

• 8/19 定例研究会「災害救助法を始めと

する災害復興法制の運用と課題」

• 9/7 定例研究会「双葉郡の歴史と原発

事故以降の現況」

外部資金活用外部資金活用
• 仮設住宅等のハード・ソフト面を含む統合的生活環境改
善の取り組み（JST東日本震災対応・緊急研究開発成果
実装支援プログラムに選定） H23年度 約1000万円

• 三井物産環境基金「大震災にともなう福島県の広域避難
者に対する緊急実態調査と生活再建に関する研究」
H23～25年度 約1800万円

• エスエス製薬株式会社との協定 「東日本大震災復興支
援」 約２億円以上

今後の展開今後の展開
• 被災者支援団体と民間借り上げ（みなし仮設）に住む住
民と仮設入居者のつなぎ直し（コミュニティ形成）

• 県外避難者の実態把握と「被災者支援センター」（仮
称）の設置

• 双葉８町村住民実態調査をふまえた双葉地方全体を復興
計画支援

• 福島県と各研究機関、専門職団体等と「福島県応急仮設
住宅等の生活環境改善のための研究会」の設置



東日本大震災・福島第一原子力発電所災害復興支援

「双葉地方住民による震災復興シンポジウム」開催要項

テーマ：「ふたばはひとつ」

～双葉地方のまちづくり・未来づくり！～

美しい「海と緑」の豊かな自然と温暖な気候に恵まれた双葉地方は、農業など第一次産業をはじ

め、企業誘致による新たな産業の展開や交通網の整備計画等、人々の暮らしに密接に関わるいろい

ろな事業が展開されてきました。また、地域としての独自性を確立しながら、近隣の地域との交流

を進め、人々が豊かに暮らす双葉地方として一層の飛躍への期待がありました。

しかし、３．１１東日本大震災と福島第一原発事故によって甚大な被害を受け、双葉地方の状況

は一変し、住民は大変厳しい環境下での生活を強いられています。

このシンポジウムは、「ふたばはひとつ」をテーマとして、双葉地方のまちづくり・未来づくりに

ついて考えます。双葉地方の復興の担い手である中・高校生による意見発表、著名な専門家による

基調講演に続いて、双葉地方の各種団体の代表をパネリストとして迎え、一刻も早い帰郷の実現に

向けた復興計画や環境整備について語り合い、夢と活力にあふれる新しいまちづくり・未来づくり

について参加者とともに考えます。

日 時： 平成２３年１０月２日（日） １３：００～１６：３０

会 場： 福島大学共通講義棟Ｌ－４教室 （収容人員３６０名）

所在地：福島市金谷川１番地（ＪＲ金谷川駅下車徒歩１０分）

【第１部】 主催者挨拶 福島大学長 入戸野 修 １３：００

中学生及び高校生による発表 １３：１０ ～ １３：３０

【第２部】 基調講演 １３：３０ ～ １４：３０

演 題：「これからの復興に向かって」

講 師：関西学院大学総合政策学部教授、日本災害復興学会会長

室 崎 益 輝 氏

― 休 憩 ―

【第３部】 シンポジウム：「ふたばはひとつ」 １４：４５ ～ １６：３０

～双葉地方のまちづくり・未来づくり～

<パネリスト>

・自治体の代表

・商工会又は産業会の代表

・青年会議所の代表

・子どもを持つ親の代表

・福島大学行政政策学類准教授

<コーディネーター>

・うつくしまふくしま未来支援センター長

<コメンテーター>

・基調講演講師

丹波 史紀

山川 充夫

室崎 益輝 氏

(※) 事前の参加申込み不要

主催：福島大学うつくしまふくしま未来支援センター

共催：双葉地方町村会、双葉地方町村議会議長会

後援：福島県、福島県教育委員会、地元新聞各社 等 (順不同)

【お問合わせ先】福島大学うつくしまふくしま未来支援センター事務室

℡ 024-504-2865 Fax 024-504-2865

E-mail:fure@adb.fukushima-u.ac.jp




